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薬剤耐性対策推進
国民啓発会議議長賞

地域包括ケア時代の薬剤耐性対策基盤の
形成と35年間の活動

秋田県感染対策協議会

秋田県内の医療・介護分野を含む多職種連携によるAMR対策を
実施。35年間にわたり活動を継続しており、秋田県内75％の病院
に加え、介護施設等が参加する地域感染制御ネットワークを形成
している。
医療･介護事業者への研修･実習の提供を行うだけでなく、市民に
対しての教育・啓発活動などを実施。年に2回開催される研修会に
は毎回100〜200名が参加する。50万件を超える大規模な細菌の
耐性化データベースの構築も行ってきた。

一般市民への感染予防フォーラム 医療･介護事業者向け講習会
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文部科学大臣賞

都内表層水の薬剤耐性菌の調査と薬剤耐性菌
についての知識の普及活動

中央大学全学連携教育環境プログラム
西川ゼミの薬剤耐性菌に関する取り組み

大学のゼミにおいて、学生が主体となり、都内を中心とした20か所
の主要河川や大きな公園の池の水を対象に、薬剤耐性菌の有無
とその耐性薬剤の調査・研究を実施。その結果についての情報発
信を、学会、学園祭、マスメディア等多様な場で行っている。

都内を中心に20か所で調査 2剤以上に薬剤耐性を示す
耐性菌

・対象地域 東京都内を中心とした全20か所
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厚生労働大臣賞

医療従事者の多職種協働をめざしたNPO法人に
よる13年間のAMR対策の普及啓発活動とその成果

特定非営利活動法人 EBIC研究会

AMR対策の一環である抗菌薬適正使用に大きく資するグラム染
色（染色した痰や尿などの検体を鏡顕し細菌の形状を確認する。
安価で染色液と顕微鏡があればどこでもできる。）の実技講習を通
じて普及啓発を行っている。また、薬剤耐性（AMR）対策アクション
プランの取組項目のひとつである外部精度管理体制の構築支援
を、アクションプランに先駆けて行っている。

全国から参加者が集まる
グラム染色実習の様子

顕微鏡実習の様子
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農林水産大臣賞

水産分野における抗菌剤の使用を必要最小限と
する魚病対策とその普及啓発活動

大分県農林水産研究指導センター
水産研究部

魚類養殖が盛んな大分県において、抗菌剤の使用を最小限とする
魚病対策とその普及啓発活動を30年以上に渡り実施。
ワクチンによる魚病発生予防の徹底や薬剤感受性試験の実施等
により、安全な水産物の安定的な供給に貢献している。

ワクチン普及に努め、抗菌剤
使用量減少と生産効率向上

ブリ養殖現場におけるワクチ
ン接種作業の様子

魚類用ワクチン
注射器
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「薬剤耐性へらそう！」
応援大使賞（ＪＯＹさん）

ママたちと一緒に学ぼう！未来の子どもたちのために
〜つなひろ活動を通して〜

つながる ひろがる 子どもの救急

看護師が中心となり、子育て世代の関心が高い“子どもの病気・救
急”に関する既存の講座の中でAMRに関する普及啓発を実施。
岡崎市とも連携し、看護師が保護者の元へ自ら出向くスタイルで定
期的に行い、大手マスメディアにも取り上げられている。

講座の案内（抗生剤の服用
に関するテーマが記載）

保護者に対する講座の様子
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「薬剤耐性へらそう！」
応援大使賞（篠田麻里子さん）

2010年から実践する多職種連携を基盤とした
抗菌薬適正使用支援の推進と教育活動

神戸大学医学部附属病院抗菌薬適正
使用支援（Big Gun）プロジェクトチーム

「Big Gunプロジェクト」チームは、院内の多職種（医師、薬剤師、検
査技師、看護師等）で構成され、抗菌薬適正使用を目的に入院患
者から問題症例を抽出し、主治医にコンサルテーションを行う。また
AMRアクションプランの目標達成の取組として、経口第3セフェム系
抗菌薬の院内採用の廃止を大規模病院で初めて実施した。

Big Gun ミーティングの概要 経口第3セフェム系抗菌薬の
使用量の推移


